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研究概要
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環境問題に対する意識は高いが環境配慮型商品には探索コストが
かかっているため購入には至っていない。

そこで本研究では探索コストをポジティブにする方法を明らかにする



環境配慮型商品とは？

持続可能な社会の発展のために製品の環境側面を考慮して設計され，環境を配慮した，

あるいは環境保全に貢献している製品の総称である。(小谷 2017)

※環境配慮が最初からの目的ではない商品（マイボトルなど）は環境配慮型商品として考えないものとする。

例）キャッサババッグ・・・キャッサバイモから作られたレジ袋

出典：
https://pbs.twimg.com/media/C-
NmjW8U0AAAWlH?format=jpg&name=
900x900

現状分析①
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https://pbs.twimg.com/media/C-NmjW8U0AAAWlH?format=jpg&name=900x900


⚫温室効果ガスが大量に排出されることで地球温暖
化などの環境問題が深刻化した影響として人々や
生態系に重大な影響を及ぼしている

⚫世界が共有する危険意識の高まり

⚫企業のビジネスチャンスとしての重要性

出典：外務省 JAPAN SDGs Action Platform

環境問題の解決策の一つとして
SDGsが注目を集めている

現状分析①
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https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/index.html


企業の環境問題に対する取り組み

⚫環境配慮型商品の開発（つくる責任）

⚫使い捨てプラスチックの削減

⚫エネルギー削減

⚫植林活動

⚫etc...

消費者の環境問題に対する取り組み

⚫環境配慮型商品の購入（つかう責任）

⚫マイバッグなどの利用

⚫節電などの省エネ

⚫食品ロスの削減

⚫etc...

つくる責任・つかう責任に該当する環境配慮型商品を選択した

現状分析①
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現状分析①

消費者は、自分たちの生活に直接メリットのある製品でなければ買う人は少なく、
環境にやさしいことだけでは価格が高い環境配慮型商品を買わない。（野田 2000）

製品機能や健康・安全面などの新たなベネフィットがあれば、従来型製品より高価
格でも受け入れる。 （野田 2000）
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機能性 デザイン性 見える化

出典：フードペーパー出典：https://hpplus.jp/news/182630 出典：Enter the E

企業は消費者にベネフィットを感じもらえるように機能・デザイン・見える化を
押し出した環境配慮型商品を開発している

現状分析①

https://foodpaper.jp/
https://hpplus.jp/news/182630
https://enterthee.jp/


環境配慮型商品購買の意識と行動（2020）

「あなたは、これまでにエシカル消費につながる商品・サービスを購入したことがありますか。

また、今後も購入したいと思いますか。」

約80％の人が購買意向があるが、購買経験のある人は約40％

購買意向は高いが、実際に購入には至っていない

出典：

「倫理的消費（エシカル消費）」に関する消
費者意識調査報告書 (caa.go.jp) 

現状分析①
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https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_education/public_awareness/ethical/investigation/assets/consumer_education_cms202_210323_01.pdf
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現状分析②
問題認識

情報探索

代替案評価

選択・購買

消費

消費後評価

購買意思決定プロセス（コトラー）

出典：約8割が環境問題を意識した取り組みを行うべきと考えるも環境配慮型の製品・サービス利用経験者は2人に1人以下

https://www.bain.com/contentassets/b3438fb01c4d476eb3d829b102b4375a/bain-brief_.pdf
https://sinanengroup.co.jp/news/hd/220418427
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現状分析②

情報探索

代替案評価

選択・購買

消費

消費後評価

74.00% 73.20%
68.50% 67.70%

75.80%

84.80%

全体 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代

認知度

環境配慮型の製品・サービスを知っている？

参考：約8割が環境問題を意識した取り組みを行うべきと考えるも環境配慮型の製品・サービス利用経験者は2人に1人以下

購買意思決定プロセス（コトラー）

問題認識

環境配慮型商品は知られている

https://www.bain.com/contentassets/b3438fb01c4d476eb3d829b102b4375a/bain-brief_.pdf
https://sinanengroup.co.jp/news/hd/220418427
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現状分析②

出典：日本とアジア太平洋地域における消費者のサスティナブル意識調査

環境・社会に優しい商品に対する理解度が低い

https://www.bain.com/contentassets/b3438fb01c4d476eb3d829b102b4375a/bain-brief_.pdf
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現状分析②

エコロジー行動の実践は今までのライフスタイルとは異なり、
消費者に新たな手間や労力、さらには費用負担といった経済的コストを要することになる（西尾 ２００９）

新たな手間や労力 スイッチングコスト
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現状分析②～スイッチングコストとは～

スイッチングコストは，ユーザーがいったん利用する財・サービスを選んだ後，
他社の財・サービスに切り替えるときに発生するコストである。

（田中・矢崎・村上・下津 ２００５）

探索コスト、社会的絆の喪失、セットアップ・コスト、機能的リスク、代替の魅力、
特別待遇ベネフィットの喪失（Patterson and Smith 2003）

探索コストに注目する

スイッチングコストの具体的な内容
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現状分析②〜探索コストとは〜

探索コストは取引コストやスイッチング・コストの一種で、情報収集や代案探
索にかかる費用を意味する。

（小田切宏之 2010：111頁）



16

現状分析②

出典：日本とアジア太平洋地域における消費者のサスティナブル意識調査

環境配慮型商品を購入する際に
探索コストを感じている

https://www.bain.com/contentassets/b3438fb01c4d476eb3d829b102b4375a/bain-brief_.pdf


⚫環境に対する意識・環境配慮型商品の購買意向は高まっているが、

実際には買われていない。そこで企業はベネフィットを打ち出しているが、

それでも購買には至っていない。

⚫環境配慮型商品を購入する際、探索コストがかかるため、消費者は

情報収集に消極的である。

現状分析～まとめ～
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情報探索における探索コストにフォーカスする
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先行研究〜商品を伝えるプロモーション〜

従来の製品と同じように広告宣伝、パブリシティ、セールス・プロモーション、人的販売を

実施している。（野田 2000）

環境ラベルは、消費者に商品の環境対応に関する情報を、第三者機関や事業者独自の

シンボルマークを用いてわかりやすく提供する。消費者のエコプロダクトの視認性や関心

を高めることに長けている。また、広告よりも信頼性の高い手段である。（西尾 2009）

従来のプロモーションは、企業からの一方的なものにとどまっている



探索コストを受け情報収集に消極的になっている消費者に対して、
企業からの一方的なプロモーション方法では環境配慮型商品の価値を

伝えるための本質的な解決策になっていない

問題意識
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環境配慮型商品の探索コストに消費者が積極的になる方法を明らかに
することで企業が提供する製品の価値に気づかせる

研究目的
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仮説導出～情報収集に積極的にならない理由～

自分が環境に配慮した行動をとることで環境保全につながるとわかっていても、日
常生活の快適さや便利さなどが失われるならば、実行することは難しくなる。

自分一人ぐらい大丈夫、または一人で努力しても意味がないと思えばこれまでの
消費生活を変えることはないのである。(野田 2000)

自分ごとではなく他人ごと
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仮説導出

他人ごと 自分ごと

自分ごと化すれば積極的に情報収集をするのではないか
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仮説導出～自分ごとにつなげる～

〈ナラティブアプローチ〉

ナラティブアプローチというのは、看護学で培われてきた手法で、まさに物語のな
かに自分が入り込み、自らの行動として反映できるようにする手法である。

(吉川2005）

ビジネスにおいてもナラティブアプローチに注目が集まっている。
「ナラティブマーケティング」
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仮説導出～ナラティブマーケティングの事例～

出典：あなたとクルマの物語：Your story with｜SUBARU

https://www.subaru.jp/yourstorywith/
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仮説導出～ナラティブマーケティングの事例～

GoPro
「Home Proチャレンジ」

出典：GoPro：Instagram

出典：GoPro THE INSIDE LINE

https://www.instagram.com/gopro/
https://gopro.com/ja/jp/news/homepro-gopro-award-challenge-launch
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仮説導出～ナラティブマーケティングの事例～

PANTENE
「＃この髪どうしてダメですか」

出典：朝日新聞

出典：PanteneJapan

出典：PanteneJapan

https://www.asahi.com/articles/DA3S14089916.html?iref=pc_photo_gallery_bottom
https://twitter.com/PanteneJapan/status/1114905670556573701
https://twitter.com/PanteneJapan/status/1166636538995924993
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ナラティブマーケティングの特徴

常に現在進行形

「これから起こること」を含めた未来の話

舞台は社会全体

行動に反映されやすい

主人公はあなた（消費者自身）

環境配慮型商品の特徴

現在進行形

未来のための消費

社会全体の課題

「効果が実感しにくい」という課題

自分ごと化する必要がある

ナラティブマーケティングの強みと環境配慮型商品の課題が
マッチしており、有効な解決策となると考えられる

仮説導出

出典：PRESIDENT Online ｢地毛なのに黒染めを強要｣理不尽なブラック校則に怒ったP&Gの破天荒社員がやったこと」

https://president.jp/articles/-/48132


消費者を主人公としたプロモーションは
環境配慮型商品の探索コストをポジティブにする

仮説
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ナラティブマーケティングの特徴

常に現在進行形

「これから起こること」を含めた未来の話

舞台は社会全体

行動に反映されやすい

主人公はあなた（消費者自身）

環境配慮型商品の特徴

現在進行形

未来のための消費

社会全体の課題

「効果が実感しにくい」という課題

自分ごと化する必要がある

ナラティブマーケティングは多くの商品に有効な手法であり、環境配慮型商
品ならではのナラティブマーケティングの具体的な活用方法を模索している。

ナラティブと環境の今後の課題

出典：PRESIDENT Online ｢地毛なのに黒染めを強要｣理不尽なブラック校則に怒ったP&Gの破天荒社員がやったこと」

https://president.jp/articles/-/48132
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